
験震時報第37巻
(1972) : 33~37頁

1971年9月6日の樺太南西岸沖の地震と津波*

気象庁

1.地震**

1971年9月6日03時35分ごろ，樺太南西岸沖に，同地

方としてはまれにみる大規模な地震が発生し，我が国で

も北海道のととろどころで人体に感じた(震度皿;稚内，

II 北見技幸網走，根室).

ソ連では，この地震の震央を MoneronIsland付近と

推定し，樺太全域で有感，震央付近の震度は 8--9 (ソ

連の震度，気象庁震度階で V--VI程度に相当)，樺太で

は史上最強の地震であったと報じている (Solovievの手

紙による).

樺太南岸付近を，いわゆる宗谷深発地震帯が走ってい

るが， ，この地域では浅い地震の活動はごくまれで，最近

では1963年3月9日i(46010'， 141016'，深さ okm，お

よびその余震と推定されるもの 1つ〉があったのみで、あ

る.

地震課

第1図 樺太一北海道地域の震央分布図

(1961 --1969年〉
第 1図に，今回の地震の震央 (0)， および USC，GS

(1970)の資料による1961--1969年の期間の同地域の震

央分布を示す.

USCGS (1970)の NEIC3010から作製

0JMAによる本震

1)本震の震源要素

第 1表本震の震源要素の比較

震 源
震 源、 時

~t 五章 東 経 深 ニd士

JMA 6日03時35分20.8秒土1.2秒 46040':t 5' I i4102白 6' Okm 

USNOS* // 35 25.0 46. 5 9 

USSR ** 46.，4 

* Preliminary determination of epicentersによる.Mは Msを示す.MB; 6.3 
*牢 SakhalinComplex ScientificResearch Institute， Far East Science Centre， Academy 
of Sciences of the. USSRの速報 (Solovievの手紙による).

2)おもな余震 (9月中のもの，第2表〉

M 

6.9 

7. 1 

7 

33 

* SeismologicaI Division， J.M.A. : The Earthquake and 
Tsunami of September 6，1971， Occured 0妊theSouth-
West Coast of Sakhalin.(Recieved Dec. 8，1971). 

稚内地方気象台で観測された余震〈推定をふくむ〉の

日別回数を第3表に示す.

**勝又護

第2図に余震の分布を示す(第2表の JMAの資料に

よる).
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第 2表おもな余震の表

震 源、 時=
震 j原

M 
北 高幸 東 経 j奈 さ

6日04時43分42.8秒士1.1秒 46027'ごとど 141011'土 6' Okm 5.5 

43 47.2 46. 4 141. 2 15 6.3 *5.5) 

(6 04 59 41. 5 46. 5 141. 0 N ー *4.7) 

6 05 36 56.0 :t 1. 7 46 41土 6 141 49 :t 9 O 5.4 

37 00.8 46.7 141. 2 N ー *5.0)

(6 05 42 58.0 46. 6 141. 0 N 一本4.4)

(6 '06 13 57. 4 46. 6- 140. 9 N 一本4.6)

6 11 59 34.8 土1.2 4644:t4 141 42 :t 6 O 5. 1 

59 39.2 46. 7 141. 2 N ー *5.4)

13 22 43.9 46. 8 141. 4 26 一本4.8)

15 33 05.5 46. 7 '141. 2 N ， ー *4.5)

6 15 45，58.5 :t 1. 7 46 31 :t 6 141 19土 9 40 5.4 

45 59.0 46. 4 141. 1 16 牢5.7) 

(6 16 43 41. 0 46. '7 141. 0 N '--- *4.2) 

6 19 48 27.9 土 2.0 4648:t8 141 31土15 50 5.2 

48， 32.8 46. 4 141. 4 41 ー *4.7) 

6 22 37> 10.2 :t 1. 3 46 42土 5 141 50土 7 20 5. 7 

37 10.8 46. 7 141. 4 29 6.1 *5.5) 

(7 0510 47.2 46. 6 141. 2 N ー *5.0)

8 12 17 25.0 :t 1. 4 46 38 :t 5 ¥ 141 34 :t .8 10 5.3 

17 25.4 46. 7 141. 3 16 5.2 *5.0) 

8 20 48 20.9 土1.2 46 26 :t 5 141 13土 6 O 6.6 

48 23.4 46. 4 141. 1 6 6.6 *5.9) 

8 21 38 54.2- 土 2.1 46 21 :t 7 ， 141 37 :t12 O 5.0 

38 55.4 46. 4 141. 0 19 ー *5.2) 

、(8 21 58 58.2 46. 2 141.0 N ー *4.9)

9 00 02 11. 2 :t 0.7 46 37 :t 2 141 33 :t 5 10 5.0 

02 14.5 46. 6 141. 1 N ー *4.7) 

9 .01 59 51. 3 土1.3 46 23土 5 141 05 :t 6 40 6.3 

59 52.6 46. 3 140.' 9 16 6.2 *5.9) 

9 04 22 12.3 :t 1. 7 46 33土 6 141 04 :t12 30 5. 1 

22 15.4 46. 4 140. 9 19 ー *5.3)

(905 45 01.9 46. 5 141. 0 N *4.1) 

(9 19 46 50.0 46. 6 141. 2 N ーヰ4.'3) 

(10 06 06 20. 1 46. 6 140. 9 N ー *4.5)

(22 23 20 10.5 46. 4 140. 8 14 一 *4.8)

28 04 01¥41. 6 :t 1. 5 46 26 :t 5 141 26 :t 8 O 6.0 

01 45.3 46. 4 141. 1 21 ，1， 6.0 *5.9) 

括弧内は NOSの資料を示す (Mは Ms，*は MB，N は Normaldepth (浅)J
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第3-表稚内で観測された余震の数(9月中〉

• 0
 

• 
a
u
a
0
 

.。

/ヘ

6日 28 (4) 15日 3 24日 1 

7 6 16 1 25 

8 14 (2) 17 26 

9 22 (1) 18 27 3 

10 5 19 28 5 (1) 

11 2 20 29 

12 3 21 30 1 

13 1 22 1 

14 1 23 1 

141 

括弧内は有感の回数を示す.

3)稚内の地震記録

参考のため，稚内地方気象台で観測された地震記録を

第3sRJ-a， bに示す.

46 

第 2図 おもな余震の分布図

二重丸は本震，白丸は M6以上，黒丸は M6以下

""'" /"..伺.

2.津波*

この地震により津波が発生したが，波源、に近い北海道

北部沿岸でも最大波高(最大全振幅〉が1m以下で被害

、はなかった.第4表は波源に近い検潮所の記録から:地

震観測指針(解析編， -1971)にのっとり，必要な要素を

読みとったものである.ここで最大の高さとは推算潮位

から山までの高さで，記事の(時刻精度〉のAは比較的

時刻精度のよいもの Bは入手した資料で、は時刻補正が

出来ず，時刻精度はAより劣るものとじた.なお，検i朝

器はすべてフース型で，管理は稚内および網走が地方気

象台で他は各港の修築事務所で実施している.

これらの記録は走時の小さい順に第4図に示した.こ

れbの検潮所の位置は第5図に示しである.第5図には

第4表の走時から逆伝播図を使ってi波源の大きさの推

定を試みた結果を示しである.使用可能な資料は地理的

配置から考え船泊 (FU)，香深 (KA)および稚内 (WA)

m
 

N
一S
い
W
2
d
 
D
 

ι司
、

E

一w

u=υ 

第3図-a 稚内の59型直視式電磁地震計の記録
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第3図4 稚内の強震計の記録

*，渡辺{章夫
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第4図検潮記録

つ.の3か所にすぎないので， 1.皮j原を討さえる領域はある方

向に限られてしまうととはやむを得ない.なお，海図は

海上保安庁水路部発行の No.3(120万分の 1)を使用し

た.その結果，船舶と香深は同じ方向であるが非常に大

きな差が生じたので，時刻精度のよい香深を採用し，こ

れと稚内ぬ 2つから推定した波源は第5図の斜線を示し

た領域で、ある.もちろん 2か所だけなので，精度から

は問題がああが， おおよその波源を推定できるであろ

すなわち，波源の一端に震央(本震〉があり，波源は震

央から南南西に延びる楕円形で，その長軸の長さは50"""

60kmと推定される.一般によく用いられている飯田

(1958)の経験式によると，津波の波源の長さ L(楕円の

長軸〉と地震の規模との M 聞には，

log L=O. 5 M -1. 7 

のような関係がある M=6.9とすると L=60kmとな
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第4表津波観測表

番
第 1 波(初動〉 最大の高さ 最大波高(最大全振幅〉

到着 山， 発現 経過 発現 経過
検 i胡所

谷の 記
持刻 走時

出現
時刻 時間i 市さ 周期 時刻 時間 波高。 周期

"そ=s7 
(a) 時実iJ

押引のき((大+さきし) 〕

(b) (b)ー(a) (c) (c)ー(a) (時刻精度〉

h m h m h m cm h m 

1 船泊(礼文島〉 3 54 19 4 00 +15 5 38 

2 香深(礼文島〉 4 15 40 4 23 十 6 5 29 

3 稚内

4 ~~~.児

5 留蔚

6 網走
一一一一

140 
抑制

46 

45 

44 

4 34 59 439 +10 5 55 

4 56 1 21 5 03 +.5 8 38 

5 19 1 44 5 27 +6  7 37 

7 15 3 40 7 17 +8  9 08 

145・E

第5図 第41豆|に示された検潮所所在地と逆伝

搬図から推定される津波の波源(斜線

をヲ!いである領域〉

FUは船泊， KAは香深， WAは稚内

を起点主し，逆伝搬図より求めた最終

波面で，波源付近の点線は海深を示す.

り，ほぼ今回の場合と一致する.

この付近で津波を発生した地震は長近では極めて珍し

いJ今回の場合と最も近い最近のものは， 1940年8月2

日と1947年11月4日の津波があるが，羽鳥(1969)の波源

計算では北限は 44040'位で10.0km以上離れている.

h m cm ロlln h m 、 h m C江1 ロlln
2 03 28 10 5 17 1 42 52 8 (B) 

1 54 7 12 5 23 1 48 14 12 地録震あ記り(A) 

2 20 29 16 532 157 64. 8 (A) 

5 03 20 12 8 38 5 03 39 10 (B) 

4 02 8 18 7 37 4 02 14 18 (B) 

5 33 19 14 7 46 411 31 8 (A) 

あとがき

以上は主として日本側の資料をもとにまとめたもので

ある.この地震の震央(波j原〉の位置から考えて，外国と

くにソ連の資料が入手出来なけ1ればより正確な解析は難

しいことはいうまでもない.今回は速報的な意味でまと

めたもので，今後外国の資本!の追加によって修正される

べきであろう.
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